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こ
の
稿
本
を
家
蔵
し
て
い
る
櫛
田
家
は
櫛
田
琴
山
を
家
祖
と
す
る
。
琴
山
は
福
岡
藩
士
櫛
田
祐
友
の
次
男
と
し
て
、
延
宝
―
―
一
年
(
-
六

七
五
）
に
生
れ
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
年
に
世
を
去
っ
た
。
琴
山
、
名
は
渉
、
字
は
巨
源
、
琴
山
は
そ
の
号
で
あ
る
。
致
仕
後
水
南

と
稲
し
、
ま
た
北
渚
、
半
隠
堂
、
緑
簑
堂
、
宜
秋
堂
、
餐
菊
館
な
ど
の
別
号
も
あ
っ
た
。
十
一
＿
一
歳
の
と
き
、
藩
主
黒
田
光
之
に
召
さ
れ
、

命
に
よ
り
貝
原
益
軒
の
高
弟
鶴
原
九
皐
に
学
び
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
、
朝
鮮
通
信
使
来
日
の
際
に
は
、
選
ば
れ
て
使
節
と
詩
を
応

酬
唱
名
し
て
、
大
い
に
文
名
を
挙
げ
た
。
の
ち
藩
の
儒
者
と
し
て
後
学
の
指
導
に
従
事
し
、
竹
田
春
庵
と
と
も
に
福
岡
藩
の
学
術
の
基
礎

「
緑
簑
堂
集
」

さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
岩
波
書
店
発
行
の
「
国
書
総
目
録
」
に
あ
た
っ
て
み
て
も
、
「
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
に
よ
る
」
と
み
あ
っ

て
、
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
先
年
著
者
の
学
生
が
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
櫛
田
琴
山
を
取
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
と
も
に

そ
の
遺
著
の
所
在
解
明
に
い
ろ
い
ろ
な
手
を
尽
し
て
み
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
心
の
末
、
琴
山
の
ご
子
孫
が
粕
屋
町
戸
原
に
お
ら
れ
る
こ
と

が
判
明
し
、
同
家
を
訪
れ
て
琴
山
の
こ
と
遺
著
の
こ
と
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
ご
先
祖
の
遺
著
等
が
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い

を
築
い
た
。
著
述
に
「
半
隠
堂
集
」

稿
本

櫛
田
家
蔵

「
藍
島
倭
韓
唱
和
集
」
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
琴
山
の
著
述
は
出
版

ー
漂
着
唐
船
資
料
—
ー
ー

『
大
嶋
筆
語
』

訳

注

曰

菰

ロ

ム口、>、’
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問

六
十
都
是
邑
名
乎
゜

答
福
州
清
縣
六
十
都
。

問
海
客
所
居
、
福
州
何
縣
何
邑
乎
。

答 示
唐
泊
筆
語

お
願
い
し
た
い
。

櫛
田
家
に
現
在
す
る
書
籍
を
調
査
し
て
い
る
際
に
珍
し
い
稿
本
を
見
つ
げ
た
。
そ
れ
か
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
『
大
嶋
箪
語
』
で

あ
る
。
内
容
は
長
崎
に
入
港
す
べ
き
中
国
船
が
風
水
の
た
め
福
岡
藩
内
に
漂
着
し
た
と
き
、
貝
原
益
軒
・
鶴
原
九
皐
・
竹
田
春
庵
・
櫛
田

琴
山
た
ち
が
漂
着
地
に
出
張
し
て
、
乗
組
員
を
尋
問
し
た
際
の
筆
談
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
記
録
し
た
年
は
延
宝
八
年
二
六
八

0
)
、

貞
享
―
―
一
年
（
一
六
八
六
）
、
同
五
年
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
、
同
九
年
、
同
十
一
年
、
宝
永
一
一
年
二
七

0
五
）
、
正
徳
四
年
(
-
七

一
四
）
、
同
五
年
、
同
六
年
、
享
保
三
年
(
-
七
一
八
）

こ
の
よ
う
な
漂
着
船
尋
閑
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
一
九
八
五
•
六
年
に
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
科
集f
f
J
の
十
三
の
一
・
ニ

と
し
て
、

I

宝
暦
三
年
八
丈
島
漂
着
南
京
船
資
料
』

時
代
漂
着
唐
船
資
料
集
ニ
ー
が
公
flj
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
今
回
こ
こ
に
稿
本
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
の

も
、
無
意
味
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
と
考
え
、
浅
学
非
オ
を
も
顧
り
み
ず
、
訳
注
を
手
が
け
た
次
第
で
あ
る
。
原
文
は
白
文
で
あ
る
の
で
、

筆
者
が
旬
点
を
施
し
、
原
文
を
示
し
、
そ
の
後
に
訳
注
を
加
え
た
。
多
く
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
覚
悟
の
上
で
あ
る
。
大
方
の
ご
叱
正
を

延
賓
八
年
己
未
八
月
六
日
、
東
京
商
船
漂
寄
子
唐
泊
、
予
因
君
命
往
彼
地
、
輿
漂
客
筆
語
、
時
八
月
七
日
也
。

修
途
無
恙
漂
寄
乎
此
、
多
幸
多
幸
、
我
日
本
國
法
素
存
、
撫
於
遠
人
不
薄
、
非
敢
傷
害
、
遠
客
幸
勿
為
憂
。

多
感
多
感
。

た
。
『
半
隠
堂
集
』

で
あ
り
、
場
所
は
唐
泊
・
玄
界
島
・
志
賀
島
・
相
島
・
大
嶋
な
ど
で
あ
る
。

—
江
戸
時
代
漂
着
唐
船
資
料
集
一
ー
、
『
文
政
九
年
遠
州
漂
着
得
泰
船
資
料
」

な
ど
も
き
れ
い
な
稿
本
の
ま
ま
伝
っ
て
い
た
。

柴
田
文
之
丞
・
貝
原
損
軒

ー
江
戸
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答
娼
祖
即
観
音
化
身
也
。

問
喝
祖
是
非
観
音
乎
゜

答

嘗
聞
間
人
信
浮
屠
之
教
乏
｛
谷
、
以
何
佛
為
宗
乎
、
又
以
何
宗
派
為
蹄
依
乎
。

所
宗
観
音
娯
祖
天
妃
娘
娘
。

問 答
不
知
何
地
、
雲
雨
不
見
五
嶋
山
、
風
烈
漂
泊
乎
此
耳
゜

問
逢
暴
風
於
何
地
乎
゜

答 問

将
往
何
地
、
出
郷
里
乎
゜

将
往
長
崎
。

答
絲
、
花
綾
、
綿
紬
、
交
羅
、
枇
紀
。

問

此
行
為
海
買
、
不
知
以
何
物
為
販
乎
。

答

毎
年
来
長
崎
、
凡
可
一
二
十
年
。

問

船
中
之
人
咸
是
商
買
乎
゜

昔
年
既
有
来
子
日
本
也
否
。

答
無
有
。

問

這
裏
有
異
色
異
業
之
人
乎
否
。

答
然
。

問 答
然
。

問

所
乗
之
船
是
商
船
乎
゜

答
然
゜
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問 答 問 答 問 答

共
七
十
七
人
。

客
姓
名
可
得
聞
輿
゜

有
各
人
名
籍
。

這
船
中
之
人
拉
是
福
州
人
乎
、
抑
又
有
他
州
之
人
乎
゜

東
京
福
州
滝
州
人
雑
居
。

船
是
自
東
京
所
来
、
船
主
是
福
州
府
人
乎
゜

問 答 問

這
裏
必
有
船
主
、
其
姓
名
奈
何
゜

林
子
騰
認
‘
顧
子
信
店
‘
-
』
'
臼
語
い
洲

船
中
所
在
之
人
凡
幾
箇
乎
゜

答 問

諸
客
平
日
以
海
買
為
業
乎
゜

然゚

答 問 答 問 答 問 答 問

寵
中
所
安
置
之
三
佛
何
像
乎
゜

中
尊
娼
祖
、
雨
傍
神
将
紐
紐
晴

大
道
公
何
佛
乎
。

関
帝
。

〇
疑
神
将
之
下
脱
大
道
公
之
＿
―
-
字
乎
゜

王
公
上
帝
聖
王
帝
君
同
是
関
帝
乎
。
抑
各
有
別
乎
、
賓
同
而
名
異
乎
゜

皆
是
正
神
非
異
教
等
。

天
妃
娘
娘
是
何
佛
乎
゜

乃
娼
祖
勅
封
競
゜
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答 開

東
京
接
中
屈
之
境
外
、
貢
去
福
州
甚
遠
。

福
州
是
古
閾
越
之
地
、
朱
文
公
之
所
居
、
嘗
聞
至
今
有
其
嗣
、
客
親
到
其
地
乎
、
白
鹿
寒
泉
武
夷
等
精
舎
遺
趾
尚
在
乎
゜

皆
有
演
跡
存
焉
、
第
未
曽
得
遊
其
遍
。

答 問

東
京
是
中
國
之
境
外
而
接
近
乎
中
國
乎
、
去
福
州
府
幾
里
程
。

答
不
能
。

問
船
頭
能
作
詩
乎
゜

答
依
如
中
國
゜

問
束
京
尚
儒
教
乎
、
方
今
有
名
儒
乎
゜

答
莫
非
崇
儒
、
特
未
深
暁
耳
゜

問
船
中
有
崇
儒
者
乎
゜

答 問 答 問 答 問 答 問

漂
客
去
郷
里
、
於
何
月
何
日
乎
。

東
京
六
月
十
二
日
開
駕
。

然
則
出
郷
之
後
、
廣
日
是
久
、
未
審
滝
留
子
何
地
乎
、
抑
又
海
路
修
遠
、
風
水
不
順
而
遅
滞
乎
゜

離
郷
日
久
則
無
所
往
、
惟
日
本
東
京
往
返
買
賣
゜

マ
マ

亜
二
林
尚
三
等
之
藪
目
是
族
中
長
幼
之
行
藪
乎
、
抑
兄
弟
之
次
弟
乎
゜

乃
是
船
中
所
用
目
、
梢
各
虞
招
集
而
来
、
係
各
人
次
第
、
非
其
族
中
之
少
長
也
。

然
則
各
家
昆
弟
之
次
第
輿
。

然。

答

然

。
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唐
泊
筆
語

唐 倭

上
酒

五
樽

乾
黛
魚

―――十聯

乾
大
口
魚
五
十
尾

乾
紅
緊
魚
五
十
尾

鶏

三
十
翼

白

赤

芋

十

把

西
瓜
冬
瓜
紫

茄

子

五

百

顆

竪
米

答 問

百
箇
五
十
箇

十
葱

所
送
之
品
目

客
有
所
求
則
可
明
言
之
。

水
米
頗
有
、
惟
少
薩
菜
而
已
、
敢
求
代
買
、
到
崎
嶋
奉
債
゜

明
日
自
國
都
有
藪
船
来
、
郷
導
而
須
送
客
船
於
長
崎
、
且
所
求
之
薩
菜
亦
輿
之
而
已
゜

船
中
風
波
日
久
、
敢
懇
諸
公
頭
目
様
、
速
恵
小
舟
引
到
崎
嶋
、
感
恩
不
浅
゜

答
問
八
月
。

問

大
清
之
暦
今
歳
有
閏
月
乎
゜

(1)

（

2
)
 

柴
田
文
之
丞
貝
原
損
軒
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答 問 答 問 答

あ
る
な
し
。

昔
年
既
に
日
本
に
来
り
し
こ
と
あ
り
や
否
ゃ
。

す
べ

毎
年
長
崎
に
来
れ
り
。
凡
て
三
十
年
ば
か
り
な
り
。

あ
ぎ
な
い

こ
の
行
、
海
賣
を
為
す
に
、
知
ら
ず
、
何
物
を
以
て
販
と
為
す
や
。

糾
．
加
釦
．
綺
記
・
が
〈
；
置
．
記
巳
な
り
。

問 答

然
り
。な
か

(
6
)

こ
の
裏
に
異
色
異
業
の
人
あ
り
や
否
や
。

み

問
船
中
の
人
は
咸
な
こ
れ
裔
賣
な
る
か
。

答
然
り
。

問
乗
る
所
の
船
は
こ
れ
商
船
な
る
や
。

答
然
り
。

問

六
十
都
と
は
こ
れ
邑
名
な
る
や
。

答
福
州
清
県
の
六
十
都
な
り
。

問
海
客
の
居
る
所
は
福
州
の
何
県
何
邑
な
る
や
。

答

ト
ン
キ
ン

(
4
)

延
宝
八
年
己
未
八
月
六
日
、
東
京
の
商
船
、
唐
泊
に
漂
寄
す
。
予
、
君
命
に
因
り
、
彼
の
地
に
往
き
、
漂
客
と
笙
語
す
。
時
に
八
月
七
日

な
り
。

9
こ
と

修
途
恙
な
く
こ
こ
に
漂
寄
す
。
多
に
幸
い
な
り
、
多
に
幸
い
な
り
。
我
が
日
本
の
国
法
索
よ
り
存
し
、
遠
人
を
撫
ず
る
こ
と
薄
か

ら
ず
、
敢
て
遠
客
を
傷
害
す
る
に
あ
ら
ず
、
幸
い
に
憂
い
と
為
す
な
か
れ
。

あ
り
が
た

多
に
感
し
、
多
に
感
し
。

ホ

459-



問

(
9
)
 

J

の
裏
に
必
ず
船
主
あ
ら
ん
。
そ
の
姓
名
は
い
か
ん
。

答
然
り
。

問
諸
客
は
平
日
海
買
を
以
て
業
と
為
す
か
。

答 問

中
尊
は
娼
祖
、
両
傍
は
神
将
な
り
。
（
神
将
と
は
護
法
神
な
り
。

0
疑
う
ら
く
は
神
将
の
下
に
大
道
公
の
三
字
を
脱
せ
る
か
。
）

関
帝
な
り
。

王
公
・
上
帝
・
聖
王
・
帝
君
は
同
じ
く
こ
れ
関
帝
な
る
か
。
そ
も
そ
も
お
の
お
の
別
あ
る
か
。
実
同
じ
く
し
て
名
異
な
る
か
。

(
8
)
 

皆
な
こ
れ
正
し
き
神
に
し
て
異
教
な
ど
に
あ
ら
ず
。

答 問
大
道
公
と
は
何
の
仏
ぞ
や
。

答 問 答 問

天
妃
娘
娘
は
こ
れ
何
の
仏
な
る
か
。

(
7
)
 

乃
ち
娼
祖
の
勅
封
の
号
な
り
。

ず
し寵
の
中
に
安
置
す
る
所
の
三
仏
は
何
の
像
な
る
や
。

答
娠
祖
は
即
ち
観
音
の
化
身
な
り
。

問
煽
祖
は
こ
れ
観
音
に
あ
ら
ざ
る
か
。

答

宗
と
す
る
所
は
観
音
・
娼
祖
・
天
妃
娘
娘
な
り
。

問 答

何
れ
の
地
な
る
か
を
知
ら
ず
。
雲
雨
に
て
五
嶋
の
山
を
見
ず
。
風
烈
し
く
し
て
こ
こ
に
漂
泊
せ
し
の
み
。

嘗
て
聞
く
、
閲
人
、
浮
屠
の
教
を
信
じ
て
迂
＜
容
れ
り
。
何
の
仏
を
以
て
宗
と
為
す
や
。
ま
た
何
の
宗
派
を
以
て
帰
依
を
為
す
や
。

問
暴
風
に
逢
い
し
は
何
れ
の
地
に
お
い
て
な
る
や
。

答
ま
さ
に
長
崎
に
往
か
ん
と
す
。

問
ま
さ
に
何
れ
の
地
に
往
か
ん
と
し
て
郷
里
を
出
づ
る
や
。
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答
然
り
。

き
ょ
う
だ
い

問
然
ら
ば
則
ち
各
家
の
昆
弟
の
次
第
な
る
か
。

答 問 答

離
郷
し
て
日
久
し
き
も
則
ち
往
き
し
所
な
し
。
た
だ
日
本
、
東
京
、
往
還
し
て
買
売
す
る
の
み
。

亜
ニ
・
林
一
―
-
•
尚
―
二
な
ど
の
数
目
は
こ
れ
族
中
の
長
幼
の
行
数
な
る
か
。
そ
も
そ
も
兄
弟
の
次
第
な
る
か
。

す
い
ふ

乃
ち
こ
れ
船
中
に
て
用
う
る
所
の
目
な
り
。
梢
各
処
に
て
招
集
し
て
来
た
り
。
各
人
の
次
第
に
係
る
。
そ
の
族
中
の
少
長
に
あ
ら

ざ
る
な
り
。

路
修
遠
に
し
て
、
風
水
順
な
ら
ず
し
て
遅
滞
せ
し
か
。

問 答 問

漂
客
は
郷
里
を
何
月
何
日
に
去
で
し
や
。

ふ
な
で

東
京
を
ば
六
月
十
二
日
に
開
駕
せ
り
。

然
ら
ば
則
ち
出
郷
の
の
ち
日
を
瞭
し
こ
と
こ
れ
久
し
。
い
ま
だ
審
ら
か
な
ら
ず
、
何
れ
の
地
に
滝
留
せ
し
か
を
。
そ
も
そ
も
ま
た
海

答
然
り
。

問

船
は
こ
れ
東
京
よ
り
来
た
る
所
な
れ
ば
、
船
主
は
福
州
府
の
人
な
る
か
。

答 問 答

各
人
の
名
籍
あ
り
。
す
べ

こ
の
船
中
の
人
拉
て
こ
れ
福
州
の
人
な
る
か
。
そ
も
そ
も
ま
た
他
州
の
人
あ
る
か
。

東
京
・
福
州
・
滴
州
の
人
雑
居
せ
り
。

問
客
の
姓
名
聞
く
を
得
べ
き
か
。

答
共
に
七
十
七
人
な
り
。

問 答

林
干
騰
（
年
五
十
四
）
．
顧
子
信
（
年
二
十
五
、
涌
州
の
人
、
粗
や
和
語
を
解
す
る
者
な
り
。
）

す

べ

い

く

に

ん

船
中
在
る
所
の
人
、
凡
て
幾
箇
な
る
や
。
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ば
感
恩
浅
か
ら
ず
。

答

客
求
む
る
所
あ
れ
ば
即
ち
明
ら
か
に
こ
れ
を
言
う
べ
し
。

な
が
さ
き

水
や
米
は
頗
や
あ
る
も
、
た
だ
疏
菜
は
少
な
き
の
み
。
敢
て
代
買
せ
ん
こ
と
を
求
め
て
崎
嶋
に
到
り
て
憤
を
奉
ぜ
ん
。

明
日
、
国
都
よ
り
数
船
の
来
た
る
あ
り
。
郷
導
き
て
須
く
客
船
を
長
崎
に
送
る
べ
し
。
且
つ
求
む
る
所
の
銑
菜
も
ま
た
こ
れ
を
与
え

み
ち
ぴ

船
中
、
風
波
日
に
久
し
き
も
、
敢
て
諸
公
の
願
目
様
の
来
た
る
を
懇
ろ
に
せ
ん
。
小
舟
の
引
か
る
る
に
恵
ま
れ
て
、
崎
嶋
に
到
ら

ん。

倭 答 問 答
閏
は
八
月
な
り
。

問
大
清
の
暦
、
今
歳
に
閏
月
あ
り
や
。

答 問 答 問

能
く
せ
ず
。

東
京
は
こ
れ
中
国
の
境
外
に
し
て
、
中
国
に
接
近
す
る
か
。
福
州
府
を
去
る
こ
と
幾
里
程
な
る
や
。

東
京
は
中
国
の
境
外
に
接
し
、
福
州
を
貢
り
去
る
こ
と
甚
だ
遠
し
。

み
ず

福
州
は
こ
れ
古
へ
の
間
越
の
地
に
し
て
、
朱
文
公
の
居
り
し
所
な
り
。
嘗
て
聞
く
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
嗣
あ
り
と
。
客
親
か
ら
そ

の
地
に
到
る
や
。
白
鹿
・
寒
泉
・
武
夷
な
と
の
楕
舎
の
遺
址
尚
お
在
り
や
。

あ
た
り

皆
な
真
跡
の
存
す
る
あ
り
。
た
だ
い
ま
だ
嘗
て
そ
の
遍
に
遊
ぶ
を
得
ざ
り
き
。

答 問

船
頭
能
＜
詩
を
作
る
や
。

答
依
る
に
中
国
の
如
し
。

問 答

儒
を
崇
ぶ
に
あ
ら
ざ
る
な
き
も
、
特
に
い
ま
だ
深
く
暁
ら
ざ
る
の
み
。

い

ま

東
京
、
儒
教
を
尚
ぶ
や
、
方
今
、
名
儒
あ
り
や
。

た
っ
と

問
船
中
に
儒
を
崇
ぶ
者
あ
り
や
。
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(
l
)
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
し
享
保
十
三
(
-
七
二
八
）
年
。
講
は
成
章
、
字
は
文
進
、
文
之
丞
と
稲
し
、
風
山
、
随
蕎
、
朴
翁
、
漸
斎
な
ど
と

号
し
た
。
幼
に
し
て
貝
原
益
軒
に
従
い
て
学
ぴ
、
儒
官
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。

(
2
)
通
常
益
軒
の
号
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
二
十
七
歳
ご
ろ
か
ら
七
十
八
歳
ご
ろ
ま
で
損
軒
と
号
し
て
い
た
。
七
十
八
歳
後
半
ご
ろ

か
ら
益
軒
と
改
号
し
て
い
る
。
九
十
年
は
八
十
五
歳
で
あ
る
か
ら
、
益
軒
と
号
し
た
の
は
最
晩
年
の
七
年
足
ら
ず
の
こ
と
で
あ
る
。

(
3
)
延
宝
八
年
は
西
暦
一
六
八

0
年
。
た
だ
し
こ
の
年
の
干
支
は
庚
甲
で
、
己
未
は
前
年
の
七
年
で
あ
る
。
数
字
か
干
支
の
ど
ち
ら
に
誤
り
が
あ
る
。

ト
ン
キ
ン

(
4
)
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
の
こ
と
で
あ
る
。
出
帆
地
の
名
前
を
取
っ
て
東
京
船
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
他
に
慶
門
船
・
南
京
船
・
台
湾
船
・

カ

ン

ポ

ジ

ャ

カ

ン

ナ

ン

福
州
船
・
潅
州
船
・
泉
州
船
・
潮
州
船
な
ど
が
来
航
。
中
国
本
土
以
外
か
ら
は
、
東
捕
泰
・
広
南
船
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
フ
ェ
イ
フ
ォ
附
近
）

注

上
酒

五
樽
゜

乾，t 乾Ii 乾I• 鶏
驚・し‘大し紅し
魚t口た緊te
魚ら魚ぃ

五
十
尾くし

三
十
聯

五
十
尾

西
瓜
さ
つ
ま
い
も

白
赤
芋

十
把
ぱ

三
十
翼
、

百
箇

冬
瓜

五
十
箇

紫
茄
子

送
る
所
の
品
目
ぴ
ょ
う

は
（
ま
し

竪

米

十

葱

こ

五
百
顆

-463-



8
)
キ
リ
シ
タ
ン
を
指
し
て
い
る
。

7
)
朝
廷
よ
り
勅
命
を
以
て
爵
位
・
名
号
を
賜
給
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

6
)
す
ぐ
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い
る
人
。

二
月

(
5
)
漂
着
船
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
こ
の
箪
語
の
時
代
よ
り
も
後
年
に
な
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
触
書
が
出
さ
れ
て
い
て
、
「
御
触

書
天
明
集
成
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
以
下
に
引
用
す
る
。

従
前
々
唐
船
漂
着
有
之
節
は
、
其
所
之
御
料
私
領
よ
り
長
崎
表
え
引
送
、
右
漂
着
唐
船
長
綺
え
引
送
候
迄
之
間
、
唐
人
根
米
塩
味
噌
薪
其
外
諸

入
用
引
船
賃
等
、
長
崎
よ
り
相
渡
来
候
由
二
候
得
共
、
破
船
難
船
二
て
荷
物
海
失
或
溺
死
等
有
之
節
は
、
重
災
難
之
事
二
付
、
於
長
崎
表
も
為
手

当
、
定
之
外
商
売
等
も
申
付
候
事
二
付
、
船
損
荷
物
海
失
有
之
程
之
難
船
破
船
等
は
、
取
揚
荷
物
二
懸
り
候
入
用
之
分
計
、
長
崎
奉
行
所
よ
り
請

取
之
、
其
余
之
諸
入
用
は
其
浦
々
所
役
二
可
致
候
、
勿
論
右
入
用
請
取
方
相
減
候
辿
、
脆
略
之
取
扱
無
之
様
可
被
申
付
候
、
尤
一
通
之
漂
着
船
は

是
迄
通
、
諸
入
用
長
碕
奉
行
二
て
吟
味
之
上
、
相
当
―
―
相
渡
二
て
可
有
之
候
。

右
之
趣
、
九
州
筋
国
々
御
料
は
御
代
官
、
私
領
は
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候
。

右
之
通
、
可
被
相
触
候
。

(
9
)
中
国
船
の
乗
船
貝
に
つ
い
て
、
西
川
如
見
の
「
増
補
華
夷
通
商
考
j
‘

磯
野
信
春
の
「
長
碕
土
産
」
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
し
て
お
く
。

0
船
主
ー
船
頭
ナ
リ
、
船
中
ニ
テ
役
ナ
シ
、
日
本
ニ
テ
商
売
ノ
下
知
ヲ
シ
公
儀
ヲ
勤
メ
、

ノ
主
ハ
不
レ
来
、
手
代
親
類
船
頭
卜
成
テ
来
ル
モ
ア
リ
。

0
賂
長
1

海
上
ノ
乗
方
ヲ
主
ド
ル
者
也
、
羅
経
ノ
法
ヲ
能
知
テ
日
月
星
ヲ
計
り
、
天
気
ヲ
考
へ
、
地
理
ヲ
察
ス
ル
役
ナ
リ
。

夕

占

テ

ン

〇
顕
桔
ー
碇
ヲ
主
ル
役
ナ
リ
、
湊
ニ
テ
ハ
肝
要
ノ
役
ナ
リ
、
機
転
ノ
入
役
ナ
リ
。

ツ
ァ
イ
フ
ウ

〇
財
附
ー
荷
物
商
売
諸
事
ノ
日
記
算
用
ヲ
主
ド
ル
役
ナ
リ
。

逼
邁
船
・
万
丹
船
（
ジ
ャ
ワ
島
の
西
北
岸
）

パ

9
-
―

大
泥
船
（
マ
レ
ー
半
島
の
東
北
岸
）

一
船
ノ
一
人
数
ヲ
治
ム
、
船
頭
二
二
種
ァ
リ
、
荷
物

カ

ラ

パ

鮫
曜
肥
船
（
バ
タ
ビ
ア
）
か
ら
も
来
航
し
て
い
る
。
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(11)
白
鹿
は
江
西
省
頃
山
の
麓
に
あ
っ
た
白
鹿
洞
書
院
の
こ
と
。
書
院
と
は
私
立
学
校
で
、
朱
子
は
廃
れ
て
い
た
こ
の
書
院
を
再
輿
し
た
。
そ
の
学

則
で
あ
る
「
白
鹿
洞
書
院
学
規
j

は
我
が
国
の
藩
校
で
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
寒
泉
は
福
建
省
建
陽
県
西
の
太
平
山
の
北
に
あ
り
、
朱
子
が
母

を
こ
こ
に
葬
り
、
墓
の
側
に
寒
泉
精
舎
を
建
て
た
。
武
夷
は
江
西
省
黎
川
県
に
あ
り
、
朱
子
が
門
人
と
こ
こ
で
学
問
を
講
じ
た
。

あ
る
。 〇

総
哺
ー
炊
飯
賄
役
。

〇
老
大
ー
水
主
頭
。

(
1
0
)
朱
喜
~
（
―
-
三0
1
-

―
1
0
0
)は
死
後
、
文
公
の
誼
を
受
け
た
。
料
挙
合
格
後
、
四
年
間
ほ
ど
福
建
省
同
安
県
の
役
人
を
し
て
い
た
こ
と
が

0-
―
―
仔
ー
第
三
帆
役
。

0
二
什
ー
第
二
帆
役
。

0
大
燎
ー
帆
綱
役
也
、
大
帆
ノ
役
。

0
杉
板
エ
ー
梯
舟
ヲ
主
ド
ル
者
ナ
リ
、
サ
ン
パ
ン
ト
ハ
、
ハ
シ
舟
ヲ
云
゜

0
香
エ
ー
菩
薩
二
香
華
灯
明
ヲ
勤
メ
、
朝
タ
ノ
倶
拝
ヲ
主
ル
役
ナ
リ
。

タ
イ
コ
ン

〇
舵
エ
ー
舵
ノ
役
ナ
リ
、
移
長
卜
心
ヲ
合
セ
風
ヲ
辮
ジ
濤
ヲ
凌
グ
、
大
事
ノ
役
ナ
リ
。

0
亜
班
ー
帆
柱
ノ
役
ナ
リ
、
用
ア
ル
ト
キ
ハ
自
身
植
ノ
上
二
升
ル
事
モ
有
テ
、
苦
労
ノ
役
ナ
リ
。

ノ
0
総
官
ー
船
中
諸
事
ヲ
肝
酌
奉
行
ス
ル
者
ナ
リ
。

0
エ
社
ー
水
主
ヲ
云
、
大
船
ハ
百
人
、
中
船
ハ
六
七
十
人
、
小
船
ハ
八
三
四
人
ナ
リ
。

0
押
エ
頭
ー
頭
梁
大
工
。

〇
押
エ
ー
平
大
工
。

0
直
庫
ー
大
鼓
役
。
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和
四
贈

庫

上
頭
目
様

頭
目
様

頭
目
様

宥
具

貞
享
一
云
一
年
丙
寅
五
月
一

日
、
唐
船
漂
泊
筑
前
海
上
、
郡
生
等
蒙
骰
命
、
往
於
玄
海
洋
、
翌
日
輿
客
船
相
封
筆
謁
゜

唐
船
来
長
岐
貿
易
、
因
風
水
不
順
、
到
貴
嶋
経
過
、
煩
賓
船
、
輿
我
同
到
長
岐
、
以
白
金
奉
謝
以
為
引
路
之
努
、
何
如
゜

和
答
我
輩
来
此
、
迎
客
船
慰
風
水
之
芳
、
将
引
路
到
長
崎
、
遠
客
等
勿
為
憂
、
不
敢
老
毛
侵
掠
、
但
長
崎
水
路
杏
遠
、
非
促
緊
舟
人
、

則
不
能
容
易
引
客
船
、
到
彼
地
暫
繋
績
於
山
陰
惟
幸
、
復
不
敢
牧
泊
錢
、
是
我
輩
非
欺
、
来
客
勿
為
疑
、
漂
船
（
頭
注
船
一
本
作
舶
）

今
将
忽
々
速
去
、
凡
吾
醒
君
待
異
舶
也
、
不
饒
客
舟
之
放
去
、
暫
留
之
近
港
、
以
小
舟
引
、
送
而
到
（
頭
注
到
一
本
作
致
）
干
長
崎
、

是
自
昔
所
待
遠
舶
之
定
法
不
可
違
、
不
敢
貪
掠
於
漕
錢
、
客
等
勿
疑
、
繋
撹
於
近
港
惟
幸
。

唐
答
承
諭
慰
我
通
船
（
頭
注
船
一
本
作
舟
）
、
感
情
在
我
、
雖
係
過
樫
、
尚
在
外
洋
、
既
有
美
意
（
頭
注
意
一
本
作
恵
）
領
賓
舟
一
隻
、

従
先
而
行
、
我
掻
其
後
、
侯
到
岐
、
或
啓
玉
上
以
謝
盛
情
之
感
、
至
了
繋
攪
則
不
敢
領
命
突
、
此
謝
、

曽
――月

nり禾l

南
京
船
主
字
復

承
答
不
、
以
繋
環
為
辞
、
我
國
君
輯
柔
遠
人
之
職
、
故
使
我
輩
導
客
船
、
但
殴
法
禁
藩
（
頭
注
蕃
一
本
作
漂
）
舶
之
直
去
、
常

令
小
船
（
頭
注
船
一
本
作
舟
）
藪
隻
送
導
之
而
達
長
崎
、
惟
但
例
不
能
敢
背
、
若
使
客
船
直
過
、
吾
輩
逢
譴
責
、
亦
未
可
測
、
是
非
敢

求
客
財
、
上
天
所
黎
臨
、
非
欺
客
勿
訴
、
山
陰
在
近
、
非
令
煩
客
滝
留
、
請
少
時
繋
績
於
近
浦
。

唐
三
答
貴
國
法
度
、
不
倭
深
知
、
適
蒙
諭
、
云
責
任
之
説
、
縁
船
在
外
、
遺
（
頭
注
一
本
無
遺
字
）
路
尚
未
入
港
、
既
承
雅
意
、
引
領

謂
之
為
國
便
客
、
彼
此
感
情
繋
績
之
説
、
非
為
套
辟
、
亦
非
吝
紗
、
未
覚
啓
報
返
往
渥
延
、
如
或
有
感
情
、
乞
撥
一
艇
導
之
前
云
、
侯

到
岐
、
啓
上
以
答
高
情
也
、
謹
此
再
復
。

宥
具

崎
陽
路
遥
、
今
日
逆
風
怒
浪
、
銀
険
巨
通
、
得
風
浪
之
穏
、
宜
任
客
意
、
仮
繋
攪
復
何
所
憂
、
客
等
若
背
國
法
、
崎
陽
府
君
之

玄
界
筆
語

貝
原
損
軒
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唐
七
贈

譴
責
未
可
測
、
客
等
希
留
意
、
非
敢
欲
滝
留
客
船
。

唐
四
答
天
之
崖
海
之
嶋
、
原
任
船
縦
横
之
事
、
承
諭
諄
諄
必
以
譴
責
為
僻
、
故
一
々
代
致
手
諸
客
、
党
而
従
之
、
欲
為
断
定
、
人
不
過

船
、
日
不
渥
延
入
港
、
明
晨
開
行
攪
船
、
只
可
三
四
之
間
、
是
此
即
領
台
命
以
全
貴
嶋
王
諭
、
否
則
待
風
一
至
、
別
行
去
失
、
勿
罪
以

不
言
相
別
也
、

請
問
船
主
姓
名
郷
里
、
且
何
月
何
日
発
郷
里
乎
、
客
船
所
乗
人
敷
、
凡
有
幾
何
゜

蒙
竺
一
如
命
、
開
漬
明
早
即
行
、
信
不
可
失
、
至
見
為
國
便
商
之
誠
而
且
至
突
、
通
船
感
激
莫
能
朽
突
、
人
藪
日
期
別
（
頭
注

一
本
無
別
字
）
蛸
奉
覧
、
再
此
謹
復

普
陀
船
主
顧
伯
謙
、
自
閏
四
月
二
十
四
日
開
洋
、
装
熾
絲
綾
紬
紗
薬
材
等
貨
、
来
崎
貿
易
、
本
船
共
徽
客
人
水
梢
壼
百
壼
拾
参
人
、
路

値
風
水
、
経
過
貴
嶋
、
承
撥
艇
引
領
、
至
長
崎
所
報
是
｛
貫
、
丙
寅
年
五
月
初
一
＝
日
報
。

往
時
聞
客
船
是
自
南
京
来
、
今
承
漂
客
普
陀
人
、
普
陀
是
陽
何
省
何
州
乎
、
漂
客
今
荻
初
束
干
日
本
乎
、
抑
昔
年
既
来
崎
交
易
乎
、

客
船
如
水
有
（
頭
注
水
有
一
本
作
有
水
）
謁
壺
則
送
致
之
。

唐
答

南
京
為
中
華
江
左
穂
名
、
普
陀
乃
凰
浙
江
之
地
界
、
弟
居
子
（
頭
注
一
本
無
子
字
）
湖
州
府
徳
清
縣
也
、
承
貴
國
重
商
、
毎
従
交

易
、
非
始
来
乎
、
詢
及
舟
水
尚
用
不
娼
、
此
答
。

蕊
夕
客
船
繋
撹
於
唐
泊
。

散
舟
雖
謂
遺
路
、
承
著
一
番
指
示
、
心
目
了
々
至
子
入
港
拗
掟
者
、
｛
貫
為
来
翰
誇
諄
諄
以
王
命
譴
責
之
故
、
且
不
倭
従
藪
千
里
、

在
驚
濤
駿
浪
中
過
来
、
豊
不
把
心
相
諒
、
又
畳
問
水
米
者
、
非
訣
此
物
也
、
但
明
晨
乞
開
示
、
舟
人
速
為
同
往
、
如
早
到
一
日
、
則
受

一
日
之
大
恵
也
、
通
船
諸
客
老
弱
不
同
、
兼
以
出
門
日
、
久
受
此
風
波
、
内
有
三
人
病
在
膏
盲
、
如
達
長
崎
、
得
良
薬
療
之
、
不
惟
弟

倭
贈

報
輩

唐
答
和
五
贈 上
頭
目
様

宥
具

宥
具
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和
八
贈

麿
八
贈

和
七
贈
不
宣
゜

竹
筍

タ
ケ
ノ
コ

葱

子

キ

莱
服
ダ
イ
コ
ン

百
根

醇

酒

上

サ

ケ

品
目

雨
樽

輩
受
早
到
之
恵
、
彼
等
又
油
回
生
之
徳
、
登
浅
鮮
哉
、
弟
欲
以
微
物
奉
敬
、
但
貴
蔽
法
度
甚
厳
也
、
故
不
設
虚
套
耳
、
特
此
致
候
井
謝
、

得
芳
憤
、
客
意
鄭
重
、
感
謝
何
已
、
大
舶
入
港
多
幸
多
幸
、
是
我
邦
之
定
制
、
非
煩
遠
客
、
明
日
得
風
濤
之
平
穏
、
則
携
邦
君

送
長
崎
府
君
之
一
封
、
可
以
引
船
登
行
、
臨
期
可
馳
使
船
而
告
之
、
勿
為
悶
、
且
聞
船
客
一
二
人
久
歴
風
濤
之
銀
、
有
霜
露
之
恙
旅
泊
之

思
疾
病
之
苦
、
使
人
帳
々
焉
、
瞥
人
不
来
、
無
由
問
病
、
以
筍
恨
而
已
、
又
承
欲
恵
土
毛
、
此
事
素
有
闊
禁
之
厳
、
勿
努
来
脱
、
只
感

盛
意
而
已
、
餘
期
来
日
、
不
宣
、
仲
夏
哉
生
明
。

貴
國
字
分
別
騰
、
適
接
尊
札
、
行
々
端
楷
甚
有
文
風
之
氣
、
恨
未
面
語
至
子
相
會
、
値
音
語
不
相
聞
、
問
示
係
心
交
、
惟
借
重

干
手
筆
而
巳
、
曝
詢
南
京
郷
里
、
想
有
故
葱
、
交
知
是
姓
氏
、
乞
為
指
之
、
他
有
半
面
未
可
知
也
、
特
以
奉
達
。

前
時
屡
自
此
所
送
似
之
文
字
、
甚
郡
穎
、
過
蒙
褒
脊
、
適
可
増
愧
報
、
船
主
手
束
筆
画
楷
正
、
可
為
珍
賞
、
所
恨
不
能
通
言
語
、

只
期
一
面
耳
、
南
京
固
無
相
識
之
人
、
前
時
舟
人
誤
以
船
主
為
自
南
京
来
、
故
問
及
耳
、
勿
怪
。
仲
夏
三
日
。

昨
日
客
船
入
港
之
後
、
馳
飛
嗣
（
頭
注
一
本
飼
作
艇
）
、
告
之
邦
君
、
使
還
之
時
、
携
於
邦
君
寄
子
長
崎
府
君
之
書
、
可
以
送
行
客
、

否
則
不
能
導
引
、
使
還
之
間
、
客
船
不
可
解
撹
、
宜
待
一
封
之
至
、
是
古
来
裔
舶
漂
寄
之
定
制
也
、
舶
客
勿
違
戻
、
且
國
府
往
復
之
間
、

其
路
甚
近
、
非
久
留
遠
客
於
此
、
不
可
為
憂
悶
、
是
吾
曹
非
敢
食
言
、
勿
疑
慮
、
若
客
等
背
此
定
制
而
妄
務
行
、
恐
有
長
崎
府
君
之
厳

責
。
皐
月
四
日
。

三
十
乗

三
十
葉
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和裁
答

唐

徽
墨

上
ス
ミ

隻
匪

錦
筆

成
帖

碍
帖

謹
具
、

右
七
種
、
邦
君
所
賜
子
船
主
之
非
儀
也
、
宜
受
領
之
。
五
月
四
日
。

異
旅
遺
津
、
多
蒙
引
領
、
他
以
尺
鍼
相
慰
、
種
々
雅
誼
之
情
出
子
萬
幸
突
、
笑
以
反
承
邦
主
賜
之
、
隆
脱
令
人
五
内
莫
能
安
然
、
演

致

受

之

有

愧

、

却

則

不

恭

、

謹

領

参

色

、

餘

珍

附

璧

、

乞

為

韓

致

謝

之

。

船

主

顧

伯

謙

字

具

邦
主
差
使
無
以
為
榮
薄
、
具
便
面
一
二
握
、
聯
為
敬
意
、
乞
開
示
受
之
、
此
非
重
物
則
不
隅
匝
法
突
、
再
達
。
宥
具

往
時
因
邦
君
之
命
、
以
致
微
俄
藪
品
、
然
却
謝
不
受
何
、
其
船
主
廉
之
甚
乎
、
邦
君
足
為
崎
賜
之
藩
鎮
、
其
恵
賜
雖
重
膿
不
可
却
、

却
之
為
不
恭
、
況
是
非
薄
之
物
、
須
一
々
領
納
、
宜
勿
相
拒
、
今
日
随
豫
約
須
務
小
船
、
引
客
以
向
洋
、
是
亦
邦
君
輯
柔
遠
人
之
淳
意

也
、
勿
管
船
敷
之
多
少
、
雖
水
路
遂
遠
、
凡
吾
日
本
之
法
禁
甚
厳
正
、
無
相
侵
相
奪
之
禍
、
遠
客
勿
為
憂
患
、
便
面
一
二
握
以
謝
差
使
、

倦
々
之
情
足
為
感
、
然
邦
君
平
素
為
廉
正
之
政
、
尤
禁
賄
賂
、
縦
是
雖
微
物
、
亦
不
能
受
納
、
故
却
謝
之
、
莫
怪
、
今
朝
自
國
府
醤
人

至
、
将
従
客
到
長
崎
、
是
邦
君
欲
療
遠
客
有
病
恙
之
人
、
昨
聞
船
客
一
一
一
人
有
病
苦
、
欲
診
脈
投
栗
致
之
、
客
船
奈
何
、
萬
里
水
行
履
姦
、

炎
海
萬
々
、
須
自
愛
、
不
宣
゜
皐
月
初
四
箕
。

普
陀
船
主
顧
伯
謙
雅
伯
几
右
、

謝
帖
、
普
陀
船
主
顧
伯
謙
頓
首
拝
領
謝
、
早
間
承
貴
邦
主
之
隆
脱
、
拝
領
三
色
、
不
常
極
耳
、
頭
目
様
曾
為
我
致
謝
否
、
但
藪
千
里
外

未
識
芝
頻
、
荷
油
恵
愛
夙
世
之
奇
縁
也
、
報
以
土
儀
十
品
、
煩
償
貴
邦
主
作
千
里
賄
毛
之
敬
、
萬
望
莫
却
幸
甚
幸
甚
、

紅
相
魚
タ
イ

十
二
尾

飽 淡
喬

ア
ワ
ヒ

二
十
五
箇

十
束
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唐

素
綾

奉
申
、
端
陽
節
敬
普
陀
船
主
顧
伯
謙
首
拝
未
経
荊
識
、
先
以
神
交
、
種
々
高
厚
賓
難
消
受
耳
、
薄
以
不
膜
―
―
一
色
、
非
敢
言
膿
、
乃

人
情
紙
半
張
也
、
幸
翼
莞
存
、
承
訂
今
日
開
帆
、
乞
嘱
舟
人
望
速
為
感
普
陀
船
主
顧
伯
謙
頓
首
上

和
芳
翰
條
恵
、
把
玩
無
厭
、
且
膜
俄
十
品
猷
之
邦
君
、
殷
々
雅
情
感
服
可
極
、
然
邦
君
職
為
藩
鎮
、
常
為
廉
潔
之
政
、
禁
止
賄
賂
甚
厳
、

雖
非
（
頭
注
非
一
本
薄
）
物
不
敢
受
、
況
此
厚
膜
之
物
乎
、
今
悉
却
謝
之
、
吾
輩
帰
府
須
告
之
、
邦
君
其
感
喜
輿
納
受
、
（
頭
注
納
受

一
本
作
受
納
）
齊
且
送
吾
曹
以
珍
脱
三
品
、
縫
維
之
意
心
謝
深
至
、
併
悉
却
謝
之
、
是
非
傷
遠
客
之
序
意
、
即
是
國
法
之
定
例
、

（
頭
注
例
一
本
作
制
）
難
奈
何
而
已
゜

唐
舟
値
風
送
筑
前
國
、
得
以
文
氣
依
人
、
畳
承
相
慰
、
聯
為
草
作
、
乞
即
邪
政
、
勿
以
見
咲
大
方
也
、

即
相
親
、
應
憐
眼
底
奔
馳
客
、
半
逐
風
波
半
路
塵
、

走
筆
漬
遠
客
之
芳
韻
、

萬
里
相
通
古
復
今
、
昨
来
謁
語
感
情
親
、
風
流
堪
愛
中
華
客
、
濤
洒
新
詩
絶
俗
塵

承
殷
々
雅
愛
、
感
之
莫
能
朽
也
、
不
膜
之
物
聯
申
祁
意
、
不
蒙
見
受
、
使
我
報
顔
、
反
以
厚
脱
加
我
、
吾
何
営
之
、
侯
至
崎
商
之
散

花
綾

シ
ロ
リ
ン
ス

モ
ン
サ
ヤ

壼
端
壼
端

紅
紗

壼
端

玉
紬

ツ
ム
キ

登
端

縞

紗

チ

リ

メ

ン

壼
端

掌
扇

壷
柄

金
扇

登
握

花
箋

ヱ
ハ
ン
キ
リ

壷
束

一
脈
文
章
貫
古
今
、
天
涯
未
晒
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和
答 玄

海
筆
語

和

貝
原
損
軒

宥
具

東
家
、
容
謝
可
也
、
所
云
馨
士
極
蒙
垂
念
、
然
三
人
之
恙
、
昨
至
貴
嶋
、
見
其
風
景
、
今
暫
起
色
、
茅
診
脈
療
治
、
恐
水
土
不
服
、
故

不
敢
努
也
、
承
佳
作
、
清
韻
入
神
、
令
人
愛
羨
゜

客
船
祗
今
須
登
行
、
邦
君
愛
遠
人
、
令
小
船
導
之
、
且
使
穂
司
一
人
士
人
二
員
護
客
船
、
欲
令
客
心
安
穏
也
、
是
邦
君
之
愛
意
、
客

等
莫
拒
導
船
之
多
、
如
他
邦
有
牧
其
漕
錢
、
如
吾
筑
前
國
、
自
昔
禁
牧
之
、
客
等
勿
欲
償
其
努
、
水
行
達
長
崎
之
間
、
船
主
約
束
衆
客
、

宜
随
郷
導
之
指
示
、
勿
乖
戻
放
去
、
通
交
雖
日
浅
、
為
情
却
深
、
況
今
一
面
會
、
不
堪
別
離
之
情
、
客
等
須
速
去
、
請
自
此
永
別
、
嘗

荘
初
暑
、
萬
々
須
保
愛
。

わ

れ

貞
享
三
年
丙
寅
（
一
六
八
六
）
五
月
二
日
、
唐
船
、
筑
前
の
海
上
に
漂
泊
す
。
郎
生
等
、
厳
命
を
蒙
り
、
玄
界
洋
に
往
き
、
翌
日
、
客
の

船
と
相
い
対
し
て
筆
訳
す
。

(
1
)
 

唐
唐
が
船
、
長
岐
に
来
り
て
貿
易
せ
ん
と
す
る
に
、
風
水
の
順
な
ら
ざ
る
に
因
り
、
貴
嶋
に
到
り
て
経
過
し
、
宝
舟
を
煩
わ
せ
り
、

あ

ん

な

い

ね

ぎ

ら

い

我
と
同
じ
く
長
岐
に
到
ら
ば
、
白
金
を
以
て
奉
謝
し
て
以
て
引
路
の
労
と
為
さ
ん
。
何
如
。

頭
目
様

我
輩
の
こ
こ
に
来
た
る
は
、
客
の
船
を
迎
え
、
風
水
の
労
を
慰
め
、
ま
さ
に
引
路
し
て
長
崎
に
到
ら
し
め
ん
と
す
。
遠
客
等
憂
い

と
為
す
な
か
れ
。
敢
て
奄
毛
も
侵
掠
せ
ず
、
た
だ
長
崎
の
水
路
は
杏
か
に
遠
し
。
促
か
に
舟
人
を
緊
む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
容

(
2
)

と

み
ち
ぴ

易
に
客
の
船
を
引
く
能
わ
ず
。
彼
の
地
に
到
り
て
、
暫
く
攪
を
山
陰
に
繋
が
ば
こ
れ
幸
い
な
り
。
ま
た
敢
て
泊
錢
を
牧
ら
ず
。
こ
れ

こ
そ
こ
そ

吾
輩
欺
く
に
あ
ら
ず
。
来
客
疑
い
を
為
す
な
か
れ
。
漂
船
い
ま
ま
さ
に
忽
々
と
速
か
に
去
ら
ん
と
す
る
も
、
凡
そ
吾
が
国
君
の
異
舶
を

ゆ
る

待
す
る
や
、
客
の
舟
の
放
去
す
る
を
饒
さ
ず
。
暫
く
こ
れ
を
近
き
港
に
留
め
、
小
舟
を
以
て
引
き
、
送
り
て
長
崎
に
到
ら
し
む
。
こ
れ

(
3
)
 

昔
よ
り
遠
舶
を
待
す
る
所
の
定
法
に
し
て
違
う
べ
か
ら
ず
。
敢
て
漕
銭
を
貪
り
掠
ら
ず
。
客
ら
疑
う
な
か
れ
。
綬
を
近
き
港
に
繋
が
ば
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唐
四
答

唐
答
諭
を
承
る
に
、
我
を
慰
め
て
船
を
通
ぜ
し
め
と
す
。
感
情
、
我
に
在
り
。
係
れ
径
を
過
つ
と
雖
も
、
尚
お
外
洋
に
在
り
。
既
に

(
4
}

も
う

美
意
も
宝
舟
一
隻
を
領
す
る
あ
れ
ば
、
先
に
従
い
て
行
き
、
我
は
そ
の
後
に
摂
ま
ん
。
岐
に
到
る
を
侯
ち
て
、
或
い
は
王
上
に
啓
し

し
ょ
う
ち

て
以
て
盛
情
を
謝
す
る
も
、
攪
を
繋
ぐ
に
至
り
て
は
、
則
ち
敢
て
領
命
せ
ず
。
こ
こ
に
謝
す
。

和
三
贈

南
京
の
船
主
字
も
て
復
す
。

や
す
ん
ず

答
ホ
を
承
る
に
、
綬
を
繋
ぐ
を
以
て
辞
と
為
す
も
、
我
が
国
君
は
遠
人
を
輯
柔
る
の
職
な
り
。
故
に
我
輩
を
し
て
客
の
船
を
導

か
し
む
。
た
だ
国
法
と
し
て
蕃
船
の
直
ち
に
去
る
を
禁
ず
れ
ば
、
常
に
小
船
数
隻
を
し
て
こ
れ
を
送
導
し
て
長
崎
に
遠
せ
し
む
。
た
だ

恒
例
と
し
て
敢
て
背
く
能
わ
ず
。
も
し
客
の
船
を
し
て
直
過
せ
し
む
れ
ば
、
吾
益
、
譴
責
に
逢
う
こ
と
ま
た
い
ま
だ
測
る
べ
か
ら
ず
、

こ
れ
敢
て
客
に
財
を
求
む
る
に
あ
ら
ず
、
上
天
の
竪
臨
す
る
所
に
し
て
、
客
を
欺
く
に
あ
ら
ず
、
評
る
な
か
れ
。
山
陰
は
近
く
に
在
り
。

客
を
煩
し
て
滝
留
せ
し
む
に
あ
ら
ず
。
請
う
、
少
時
攪
を
近
浦
に
繋
が
ん
こ
と
を
。

唐
―
―
一
答
貴
国
の
法
度
、
不
倭
深
く
知
れ
り
。
ま
さ
に
諭
を
蒙
る
に
、
責
任
の
説
を
云
う
も
、
船
、
外
に
在
る
に
縁
り
、
路
を
遺
う
も

み
ち
び
き

尚
お
い
ま
だ
入
港
せ
ず
。
既
に
雅
意
を
承
る
に
、
引
領
は
こ
れ
を
国
の
た
め
に
客
を
便
に
す
と
謂
う
。
彼
此
の
感
情
・
繋
撹
の
説
は
套

(
5
)
 

辞
と
為
す
に
あ
ら
ず
、
ま
た
紗
を
吝
む
に
あ
ら
ず
。
い
ま
だ
党
に
返
往
、
遅
延
を
啓
報
さ
ざ
れ
ば
な
り
。
も
し
或
い
は
盛
情
あ
ら
ば
、

一
艇
を
撥
し
て
こ
れ
を
前
に
導
き
去
か
し
め
ん
こ
と
を
。
岐
に
到
る
を
侯
ち
て
上
に
啓
し
て
以
て
高
情
に
答
え
ん
。
謹
み
て
こ

崎
陽
の
路
遥
か
な
り
。
今
日
、
逆
風
怒
浪
な
れ
ば
、
骰
険
に
し
て
通
し
が
た
し
、
風
浪
の
穏
や
か
な
る
を
得
れ
ば
、
宜
し
く
客

ふ
ぎ
ょ
、
‘

の
意
に
任
す
べ
し
。
仮
に
攪
を
繋
く
も
ま
た
何
そ
憂
う
る
所
あ
ら
ん
や
。
客
等
も
し
国
法
に
背
け
ば
、
崎
陽
の
府
君
の
譴
責
い
ま
だ
測

る
べ
か
ら
ず
。
客
等
留
意
せ
ん
こ
と
を
希
む
。
敢
て
客
の
船
を
滝
留
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
に
あ
ら
ず
。

天
の
崖
、
海
の
嶋
は
原
と
も
と
船
に
任
せ
て
縦
横
す
る
の
事
な
り
。
諭
を
承
る
に
、
諄
々
と
し
て
必
ず
譴
責
を
以
て
詞
と
為
す
。

和
四
贈

J

に
再
び
ま
た
頭
目
様
に
上
つ
る
。

宥
具

乞
う
、

頭
目
様

）
れ
幸
い
な
り
。

-472-



唐
七
贈

ぷ
の
タ
ベ
客
の
船
、
攪
を
唐
泊
に
繋
ぐ
。

う
し
な

散
舟
、
路
を
遣
う
と
雖
も
、
一
番
の
指
示
を
承
著
げ
、

つ
な

心
目
了
々
と
し
て
入
港
し
て
掟
を
拗
ぐ
に
至
り
し
は
、

唐
答 ば
則
ち
こ
れ
を
送
致
せ
ん
。

倭
贈

実
に
来
翰
の

(6)

あ
や
ま

故
に
い
ち
い
ち
代
り
て
諸
客
に
致
し
、
党
に
し
て
こ
れ
に
従
い
、
断
定
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
人
、
船
を
過
た
ざ
れ
ば
、
日
に
入
港
に

し

ゅ

，

ば

ん

あ

や

’

遅
延
せ
ざ
り
し
な
り
。
明
晨
、
開
行
し
て
船
を
攪
れ
ば
、
た
だ
―
―
一
四
（
日
）
の
間
ば
か
り
な
る
も
、
こ
こ
に
こ
れ
即
ち
台
命
を
領
し

て
以
て
貴
嶋
の
王
諭
を
全
う
せ
ん
。
否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
風
の
一
た
び
至
る
を
待
ち
、
別
行
し
て
去
か
ん
。
罪
す
る
に
相
い
別
る
る
を
言

請
い
問
う
、
船
主
の
姓
名
・
郷
里
、
且
つ
何
月
何
日
、
郷
里
を
発
す
る
や
。
客
の
船
の
乗
る
所
の
人
数
、
凡
て
幾
何
あ
り
や
。

み
ょ
う
ち
ょ
う

蒙
示
い
ち
い
ち
命
の
如
く
す
る
も
、
潰
を
開
き
て
明
早
即
ち
行
か
ん
。
信
、
失
う
べ
か
ら
ず
。
至
り
て
国
の
為
め
に
す
る
を
見

す
は
便
ち
商
の
誠
に
し
て
且
つ
至
れ
る
な
り
。
通
船
の
感
激
能
＜
朽
ち
る
な
し
。
人
数
・
日
期
は
別
箪
に
て
奉
覧
せ
ん
。
再
び
こ
こ
に

謹
み
て
復
す
。

普
陀
の
船
主
顧
伯
謙
、
閏
四
月
二
十
四
日
よ
り
開
洋
せ
り
。
絲
・
綾
・
紬
・
紗
・
薬
材
等
の
貨
を
装
懺
し
、
崎
に
来
た
り
て
貿
易
す
。

本
船
共
に
客
人
・
水
梢
壼
百
壺
拾
参
人
を
懺
せ
、
路
に
風
水
に
値
い
、
貴
嶋
を
経
過
す
る
に
、
艇
を
採
せ
ら
る
る
に
承
い
て
引
領
せ

ら
る
。
長
崎
に
至
り
て
報
ず
る
所
は
こ
れ
実
な
り
。
内
寅
の
年
五
月
初
三
日
、
報
ず
。

往
時
に
聞
く
、
客
の
船
は
こ
れ
南
京
よ
り
来
た
る
と
。
い
ま
承
る
に
漂
客
は
普
陀
の
人
な
り
。
普
陀
は
こ
れ
何
省
何
州
に
属
す
る

ゃ
。
漂
客
い
ま
こ
こ
に
初
め
て
日
本
に
来
た
る
か
。
そ
も
そ
も
既
に
崎
に
来
た
り
て
交
易
せ
し
か
。
客
の
船
も
し
水
に
掲
尽
す
る
あ
ら

南
京
は
中
華
江
左
の
総
名
な
り
。
普
陀
は
乃
ち
浙
江
の
地
界
に
属
し
、
弟
は
湖
州
府
徳
清
県
に
居
れ
り
。
貴
国
、
商
を
重
ん
ず

し

た

が

お

た

ず

ね

る
に
承
い
、
毎
に
交
易
に
従
う
。
始
め
て
来
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
詢
及
の
舟
の
水
は
尚
お
用
い
て
謁
き
ず
。
こ
こ
に
答
う
。

報
箪

宥
具

唐
答
和
五
贈
わ
ざ
る
を
以
て
す
る
な
か
れ
。
頭
目
様
に
上
つ
る

宥
具
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和
八
贈

唐
八
贈

和
七
贈

諄
々
と
し
て
以
て
王
命
譴
責
の
た
め
の
故
な
り
。
且
つ
不
侯
数
千
里
よ
り
驚
濤
駿
浪
中
に
在
り
て
過
来
す
。
燈
に
刑
心
し
て
相
に
諒
と

お
た
ず

せ
ざ
ら
ん
や
。
ま
た
畳
が
さ
ね
の
問
ね
の
水
と
米
と
は
こ
の
物
を
訣
く
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
た
だ
明
侵
、
開
示
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞

う
。
舟
人
速
や
か
に
同
に
往
く
こ
と
を
為
さ
ん
。
も
し
早
く
到
る
こ
と
一
日
な
ら
ば
、
則
ち
一
日
の
大
恵
を
受
け
ん
。
通
船
の
諸
客
、

老
弱
同
じ
か
ら
ざ
る
に
、
兼
じ
く
以
て
門
を
出
ず
る
こ
と
日
久
し
く
し
て
こ
の
風
波
を
受
く
。
内
三
人
、
病
の
膏
盲
に
在
る
あ
り
。
も

し
長
崎
に
達
し
て
良
薬
を
得
て
こ
れ
を
療
す
れ
ば
、
た
だ
弟
輩
の
み
早
く
到
る
の
を
恵
を
受
く
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
も
ま
た
回
牛
の

徳
を
油
く
る
こ
と
、
壺
に
浅
鮮
か
ら
ん
や
。
且
つ
弟
、
微
物
を
以
て
奉
敬
せ
ん
と
欲
す
。
た
だ
貴
国
の
法
度
甚
だ
厳
な
り
。
故
に
虚
套

を
設
け
ざ
る
の
み
。
特
に
こ
こ
に
致
候
い
て
井
せ
て
謝
す
。
不
宜

芳
讀
を
得
る
に
、
客
の
意
鄭
重
な
り
。
感
謝
何
そ
已
ま
ん
。
大
舶
の
入
港
多
に
幸
い
な
り
、
多
に
幸
い
な
り
。
こ
れ
我
か
邦

の
定
制
に
し
て
、
遠
客
を
煩
わ
す
に
あ
ら
ず
。
明
日
、
風
濤
の
平
穏
な
る
を
得
れ
ば
。
則
ち
邦
君
、
長
崎
府
君
に
送
る
の
一
封
を
携
え

て
、
以
て
船
を
引
き
て
発
行
す
べ
し
。
期
に
臨
み
て
使
船
を
馳
ら
せ
て
こ
れ
を
告
ぐ
べ
し
。
悶
を
為
す
な
か
れ
。
且
つ
聞
く
、
船
客
の

三
人
久
し
く
風
濤
の
銀
を
歴
て
、
霜
露
の
恙
・
旅
泊
の
思
．
疾
病
の
苦
あ
り
と
。
人
を
し
て
恨
々
ま
し
む
。
医
人
来
た
ら
ず
、
由
り
て

病
を
問
う
な
き
は
以
て
恨
み
と
為
す
の
み
。
ま
た
承
る
に
、
士
毛
を
恵
ま
れ
ん
と
欲
す
る
も
、
こ
の
事
素
よ
り
国
禁
の
厳
あ
り
、
労

す
る
な
か
れ
。
来
脱
た
だ
盛
意
を
感
ず
る
の
み
。
余
の
期
に
来
日
せ
ら
れ
よ
。
不
宣

ご

が

つ

み

つ

か

仲
夏
哉
生
明
。

貴
国
の
字
分
れ
て
体
を
別
に
す
る
も
、
ま
さ
に
尊
札
に
接
す
る
に
、
行
々
端
楷
に
し
て
甚
だ
文
風
の
気
あ
り
。
恨
む
ら
く
は
い

ま
だ
面
晒
し
て
相
会
う
に
至
ら
ず
、
音
語
の
相
い
聞
え
ざ
る
に
値
い
、
問
示
は
心
の
交
り
に
係
れ
ば
、
た
だ
手
筆
に
借
重
る
の
み
な
る

む
か
ー
な
し
み

を
。
し
ば
し
ば
南
京
の
郷
里
を
詢
わ
る
る
は
、
想
う
に
故
旧
あ
る
な
ら
ん
。
交
い
に
こ
の
姓
名
を
知
れ
ば
、
乞
う
、
為
め
に
こ
れ
を

指
さ
ん
。
個
し
半
面
に
し
て
い
ま
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
る
あ
れ
ば
、
特
に
以
て
奉
達
せ
ん
。
宥
具

は

な

は

せ

さ

め

ん

て

が

み

前
時
こ
れ
よ
り
送
似
る
所
の
文
字
甚
だ
郡
栖
な
る
に
、
過
だ
褒
誉
を
蒙
り
、
ま
さ
に
愧
報
を
増
す
べ
し
。
船
主
の
手
束
の
筆
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五
月
四
日

そ
し
な

右
七
種
は
邦
君
、
船
主
に
賜
う
所
の
非
儀
な
り
。
宜
し
く
こ
れ
を
受
領
す
べ
し
。

紅
酪
魚

タ
ヒ

十
二
尾
。

飽

ア
ワ
ヒ

淡
驚

ス
ル
メ

二
十
五
箇
。

十
束
。

竹
筍

タ
ケ
ノ
コ

葱

子

キ

莱

藤

タ

イ

コ

ン

百
根
゜

醇

酒

上

サ

ケ

品
目

皐
月
四
日

画
楷
正
に
し
て
珍
賞
と
為
す
べ
し
。
恨
む
所
は
言
語
を
通
ず
る
能
わ
ず
し
て
、
た
だ
一
面
を
期
す
る
の
み
な
る
を
。
南
京
に
は
固
よ
り
相

い
識
る
の
人
な
し
。
前
時
の
舟
人
誤
り
て
船
主
を
以
て
南
京
よ
り
来
た
り
と
為
す
。
故
に
問
及
せ
し
の
み
。
怪
し
む
な
か
れ
。

仲
夏
三
日

両
樽
゜

昨
日
、
客
の
船
入
港
す
る
の
の
ち
、
飛
飼
を
馳
ら
せ
て
こ
れ
を
邦
君
に
告
ぐ
る
に
、
使
、
還
る
の
時
、
邦
君
、
長
崎
府
君
に
寄
す
る
の

書
を
携
う
れ
ば
、
以
て
行
客
を
送
る
べ
し
。
否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
導
引
す
る
能
わ
ず
。
使
、
還
る
の
間
、
客
の
船
、
糧
を
解
く
べ
か
ら
ず
、

宜
し
く
一
封
の
至
る
を
待
っ
べ
し
。
こ
れ
古
来
、
商
舶
、
漂
寄
せ
し
と
き
の
定
制
な
り
。
舶
客
、
違
戻
す
る
な
か
れ
。
且
つ
国
府
往
復
の

間
、
そ
の
路
甚
だ
近
し
、
久
し
く
遠
客
を
留
む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
こ
に
於
て
憂
悶
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
吾
曹
敢
て
食
言
る
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
疑
慮
す
る
な
か
れ
。
も
し
客
等
こ
の
定
制
に
背
き
て
妄
り
に
発
行
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
長
崎
府
君
の
厳
責
あ
ら
ん
。

二
十
乗
。

三
十
茎
゜
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和

不
宜

お
、
つ
き

邦
君
の
差
使
以
て
労
薄
し
と
為
す
な
か
れ
。
便
面
三
握
を
具
し
て
聯
か
敬
意
と
為
さ
ん
。
乞
う
、
開
示
し
て
こ
れ
を
受
け
ら
れ
ん
こ
と

を
。
こ
れ
重
物
に
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
国
法
に
関
わ
ら
ざ
ら
ん
。
再
び
達
す
。

往
時
に
邦
君
の
命
に
因
り
て
以
て
微
儀
数
品
を
致
す
。
然
れ
ど
も
却
し
て
謝
し
て
受
け
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
そ
れ
船
主
、
廉
潔
な
る
こ

と
こ
れ
甚
し
か
ら
ん
や
。
邦
君
は
こ
れ
崎
陽
の
藩
鎮
為
り
。
そ
の
恵
賜
、
重
膜
な
り
と
雖
も
却
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
を
却
す
は
不
恭
為

り
。
況
ん
や
こ
れ
非
薄
の
物
な
る
を
や
。
須
ら
く
い
ち
い
ち
領
納
す
ぺ
し
。
宜
し
く
相
い
拒
む
な
か
れ
。
今
日
、
予
め
の
約
に
随
り
て

か
ま

須
ら
く
小
船
を
発
し
、
客
の
船
を
引
い
て
洋
に
向
う
べ
し
。
こ
れ
ま
た
邦
君
、
遠
人
を
輯
柔
ず
る
の
厚
意
な
り
。
船
数
の
多
少
を
管
う

唐
な
か
れ
。
水
路
逸
遠
な
り
と
雖
も
、
凡
そ
吾
が
日
本
の
法
禁
甚
だ
厳
正
に
し
て
、
相
い
侵
し
相
い
奪
う
の
禍
な
け
れ
ば
、
遠
客
、
憂
患

を
為
す
な
か
れ
。
便
面
三
握
以
て
差
使
に
謝
す
。
倦
々
の
情
、
感
と
為
す
に
足
る
も
、
然
れ
ど
も
邦
君
は
平
素
よ
り
廉
正
の
政
を
為
め
、

尤
も
賄
賂
を
禁
ず
。
縦
い
こ
れ
微
物
な
り
と
雖
も
、

ま
た
受
納
す
る
能
わ
ず
。
故
に
却
し
て
こ
れ
を
謝
す
。
怪
し
む
な
か
れ
。
今
朝
、

国
府
よ
り
医
人
至
り
、
ま
さ
に
客
に
従
い
て
長
崎
に
至
ら
ん
と
す
。
こ
れ
邦
君
、
遠
客
に
病
恙
あ
る
人
を
療
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
昨

聞
く
、
船
客
三
人
に
病
苦
あ
り
と
。
診
脈
投
薬
を
欲
す
れ
ば
こ
れ
を
致
さ
ん
。
客
の
船
、
万
里
の
水
行
こ
こ
に
履
り
、
炎
海
万
々
た
り
。

須
ら
く
自
愛
す
べ
し
。

皐
月
初
四
莫

裁
答
普
陀
の
舵
主
顧
伯
謙
伯
几
右

さ
差
ほ
ど

謝
帖
。
普
陀
の
船
主
顧
伯
謙
頓
首
拝
領
し
て
謝
す
。
早
間
、
貴
邦
主
の
隆
き
脱
を
承
け
、
一
云
一
色
を
拝
領
す
る
も
、
当
に
極
む
べ
か
ら
ざ

宥
具

(
7
)

か

た

し

け

な

か

さ

て

が

み

異
旅
遺
津
す
る
に
、
多
く
も
引
領
を
蒙
り
、
昼
ね
て
尺
鍼
を
以
て
相
い
慰
む
。
種
々
の
雅
情
、

あ

っ

お

く

り

も

の

こ

こ

ろ

反
っ
て
邦
主
の
こ
れ
を
賜
う
を
承
け
ん
や
。
隆
き
脱
は
人
の
五
内
を
し
て
能
く
安
然
た
る
な
か
ら
し
む
。
真
に
こ
れ
を
致
受
す
れ

み
，
な

(
8
)

（

9
)

ば
愧
あ
る
も
、
却
せ
ば
則
ち
不
恭
な
り
。
謹
み
て
参
色
を
領
し
、
余
珍
は
璧
に
附
さ
ん
。
転
致
を
為
さ
ん
こ
と
を
乞
い
て
こ
れ
を
謝
す
。

(10) 

船
主
顧
伯
謙
宥
具

な
に

万
幸
に
出
で
し
に
、
笑
を
以
て
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和

素
綾

す

な

わ

ご

そ

ん

が

ん

か

た

じ

け

る
の
み
。
頭
目
様
、
曽
ち
我
が
た
め
に
謝
を
致
せ
し
や
否
ゃ
。
た
だ
数
千
里
の
外
に
し
て
い
ま
だ
芝
顔
を
識
ら
ざ
る
に
、
荷
な
く

(15) 

お
て
か
ず

も
恵
愛
夙
世
の
奇
縁
を
油
く
。
報
ず
る
に
土
俄
十
品
を
以
て
煩
な
が
ら
貴
邦
主
に
費
り
て
、
千
里
鶉
毛
の
敬
と
作
さ
ん
。
万
に
も
却

謹
み
て
具
す

上
ス
ミ

シ
ロ
リ
ン
ス

申
し
奉
り
て
端
陽
節
に
敬
す
。
普
陀
の
船
主
顧
伯
謙
頓
首
し
て
拝
す
。

い

さ

さ

そ

ま

つ

(17)

(16)

こ
こ
ろ

い
ま
だ
荊
識
を
経
ざ
る
に
、
先
づ
神
を
以
て
交
り
、
種
々
の
高
厚
実
に
消
受
け
が
た
し
。
薄
か
不
膜
な
三
色
を
以
て
す
る
も
、
敢
て

(18) 

礼
を
言
う
に
あ
ら
ざ
れ
。
乃
ち
人
情
は
紙
の
半
張
な
る
も
、
幸
翼
く
は
究
存
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
今
日
の
開
帆
を
承
訂
ら
る
。
乞
う
、

あ
り
が
た

舟
人
に
嘱
す
る
こ
と
速
や
か
な
ら
ん
こ
と
を
望
み
て
感
し
と
為
す
。
船
主
顧
伯
謙
頓
首
し
て
上
つ
る
。

す

み

た

ま

わ

あ

り

が

た

＜

ね

ん

ご

ろ

芳
翰
條
や
か
に
恵
り
、
把
玩
し
て
厭
う
な
し
。
且
つ
典
儀
十
品
こ
れ
を
邦
君
に
献
ず
る
に
、
殷
々
な
る
雅
情
、
感
服
何
ぞ
極
ら
ん
。

一
端
。

花
綾

モ
ン
サ
ヤ

一
端
。

紅
紗

一
端
。

玉
紬

ツ
ム
ギ

一
端
。

縞
紗

チ
リ
メ
ン

一
端
。

掌
扇

一
柄
。

金
扇

一
握
。

花
箋

ヱ
ハ
ン
キ
リ

一
束
。

徽
墨
祭

錦

筆

成
帖
。

ふ
た
は
こ

隻
厘
゜

礼
帖

す
な
か
ら
ん
こ
と
を
望
め
り
。
幸
甚
な
り
、
幸
甚
な
り
。
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濤
洒
た
る
新
詩
、
絶
塵
を
絶
つ

見
て
、

か
さ

殷
々
な
る
雅
愛
を
受
け
、
感
の
能
＜
朽
ち
る
こ
と
な
し
。
不
膜
の
物
は
柳
か
郎
意
を
申
ぬ
る
も
、
受
け
と
ら
る
る
を
蒙
ら
ず
し
て
、

(22) 

我
を
し
て
報
顔
せ
し
む
。
反
っ
て
厚
脱
を
以
て
我
に
加
へ
ら
れ
る
る
も
、
我
何
ぞ
こ
れ
に
当
ら
ん
。
崎
商
の
散
東
家
に
至
る
を
侯
ち
て

ま
さ
に
謝
し
て
可
な
る
か
。
云
う
所
の
医
士
は
極
め
て
垂
念
を
蒙
る
も
、
然
れ
ど
も
三
人
の
恙
、
昨
、
貴
嶋
に
至
り
て
そ
の
風
景
を

(23)

な
れ

い
ま
暫
く
起
色
せ
り
。
診
脈
療
治
に
茅
む
る
も
、
恐
ら
く
は
水
土
の
服
ざ
り
し
な
れ
ば
、
故
に
敢
て
労
え
ず
。
佳
作
を
承
る
に
、

唐 和

風
流
愛
す
る
に
堪
う
中
華
の
客

昨
来
の
訳
語
に
感
情
親
し
む

万
里
相
い
通
じ
て
古
へ
今
に
復
す

そ
し
な

然
れ
ど
も
邦
君
の
職
は
藩
鎮
為
り
。
常
に
廉
潔
の
政
を
為
め
て
、
賄
賂
を
禁
ず
る
こ
と
甚
だ
厳
な
り
。
非
物
と
雖
も
敢
て
受
け
ず
。
況

て
あ
っ

ん
や
こ
の
厚
膜
き
物
を
や
。
い
ま
悉
く
却
し
て
こ
れ
を
謝
す
。
吾
輩
帰
府
し
て
須
ら
く
こ
れ
を
告
ぐ
べ
し
。
邦
君
そ
れ
喜
思
と
納
受
と

(19) 

に
感
あ
ら
ん
。
斉
じ
く
且
つ
吾
曹
に
送
る
に
珍
脱
三
品
を
以
て
す
。
縫
維
の
意
、
心
よ
り
謝
し
て
深
く
至
る
も
、
併
せ
て
悉
く
却
し

あ

っ

こ

こ

ろ

て
こ
れ
を
謝
す
。
こ
れ
遠
客
の
原
き
意
を
傷
つ
く
る
に
あ
ら
ず
。
即
ち
こ
れ
国
法
の
定
例
な
れ
ば
、
奈
何
と
も
し
が
た
き
の
み
。

唐
舟
、
風
に
値
い
て
筑
前
国
に
送
ら
れ
、
文
気
を
以
て
人
に
依
る
を
得
て
、
畳
ね
て
相
い
慰
さ
む
る
を
承
く
。
柳
か
草
作
を
為
り
て
、

て
ん
さ
く

即
ち
郡
政
を
乞
わ
ん
。
以
て
大
方
に
咲
わ
る
る
こ
と
な
か
れ
。

一
脈
の
文
章
、
古
今
を
貫
き

あ
わ

天
涯
い
ま
だ
語
ざ
る
に
相
い
親
し
む

(21) 

応
に
憐
む
べ
し
眼
底
奔
馳
の
客

半
ば
は
風
波
に
逐
わ
れ
半
ば
は
路
塵

筆
を
走
ら
せ
て
遠
客
の
芳
韻
に
湊
ぐ
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11)
崇
華
な
贈
物
。
そ
の
反
対
が
非
薄
゜

10)

原
文
は
字
具
と
あ
る
が
、
宥
具
の
娯
り
で
あ
ろ
う
。

8
)
壁
を
か
え
す
の
意
か
。
贈
物
を
受
け
な
い
こ
と
。

客
船
た
だ
い
ま
須
ら
く
発
行
す
べ
し
。
邦
君
、
遠
人
を
愛
し
、
小
船
を
し
て
こ
れ
を
導
か
し
む
。
且
つ
総
司

て
客
の
船
を
護
ら
し
め
、
客
の
心
を
し
て
安
穏
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
こ
れ
邦
君
の
愛
意
な
り
。
客
等
、
導
船
の
多
き
を
拒
む

な
か
れ
。
他
邦
の
如
き
は
そ
の
漕
銭
を
牧
る
あ
る
も
、
吾
が
筑
前
の
国
の
如
き
は
昔
よ
り
こ
れ
を
牧
る
を
禁
ず
。
客
等
そ
の
労
を
償
わ

ん
と
欲
す
る
な
か
れ
。
水
行
し
て
長
崎
に
達
す
る
の
間
、
船
主
、
衆
客
に
約
束
し
、
宜
し
く
郷
導
の
指
示
に
随
い
て
、
乖
戻
、
放
去
す

る
な
か
る
べ
し
。
通
交
す
る
こ
と
日
浅
し
と
雖
も
、
情
為
る
や
却
っ
て
探
し
。
況
ん
や
い
ま
一
た
び
の
面
会
を
や
。
別
離
の
情
に
堪
え

ず
。
客
等
須
ら
く
速
や
か
に
去
る
べ
し
。
請
う
、
こ
こ
よ
り
永
別
せ
ん
。
こ
の
初
暑
に
当
り
て
、
万
々
須
ら
く
保
愛
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

(
2
)
船
の
寄
港
代
金
。

(
3
)
水
先
案
内
料

(
5
)

あ
り
き
た
り
の
言
葉
。

(
6
)

船
の
荷
主
、
こ
の
船
に
は
複
数
の
荷
主
が
乗
船
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
7
)
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
異
国
へ
の
旅
で
誤
っ
て
浜
に
ま
ぎ
れ
こ
む
こ
と
か
。

(9)
返
送
す
る
こ
と
。

(
4
)

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
長
崎
奉
行
を
指
す
か
。

注
1
)
相
手
の
舟
に
対
す
る
敬
語
。

か
み
わ
ざ

清
韻
、
神
に
人
り
、
人
を
し
て
愛
羨
せ
し
む
。

人
、
士
人
―
一
員
を
し
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(22)
わ
が
主
人
。

(23)
地
方
の
気
候
・
風
土
。

21)
眼
の
前
を
あ
わ
た
だ
し
く
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
旅
人
。

19)
十
分
に
情
の
厚
い
こ
と
。

(18)
人
情
は
半
数
の
紙
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
か
。

(20)
「
荘
子
」
秋
水
篇
に
「
吾
長
見
笑
於
大
方
之
家
」
と
あ
る
の
に
よ
る
か
。

(17)
便
面
三
握
の
こ
と
。

16)
未
詳
、
面
識
の
意
か
。

15)
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
心
を
こ
め
た
も
の

14)
贈
物
に
対
す
る
受
取
書

(13)
手
紙
を
し
た
た
め
て
答
え
る
こ
と
。

12)
熱
暑
の
数
知
れ
ぬ
こ
と
。

（
福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
）
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